
安全・安心かつ魅力的な街路照明の検討と実践（街路照明実験・成果報告会）

 昨年からの活動を通じて得た知識や経験を
活かし、新たな街路照明案についての提案
を行いました。照明の方式や間隔、光の強
さなどについて検討を行い、学内で実験を
重ね、最終案をまとめていきました。最後
に地域へのフィードバックとして、現地で
市職員や地域住民の方々に見ていただく成
果報告会を実施しました。

 ビフォー（現状・一般）とアフター（改善案）
の照明環境を実際に見ていただき、参加者
からは改善案に好評をいただくことができ
ました。学生にとっては達成感と学びが得
られる大変貴重な機会となり、杵築城下町
の街路照明の改善に向けた新たなステップ
につながる活動となりました。

杵築城下町 夜間景観向上ワークショップ
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地域住民と観光客が行き交う夜間景観を目指して

魅力的な夜間景観の検討と実践（光のイベント「観月祭」への出展）

 坂の街と呼ばれる杵築の城下町は、観光客の滞在時間が短い、
宿泊客が少ないという課題が挙げられ、夜のアクティビティ
の創出が求められています。加えて、坂を中心とした歩行路
には段差が多く、夜間の通行の安全性への懸念が指摘されて
います。

 このような背景を受けて本事業は、住民や観光に訪れた人々
が夜間も安全に、安心して歩行でき、かつ城下町をそぞろ歩
きしたくなる夜間景観を創出することを目的としています。
省エネや光害にも配慮した新しい夜間景観のあり方について、
地域とともに考えるワークショップを実施しました。

 人々を惹きつける夜間景観について考え、
それを実践する場として、毎年 10 月に行わ
れる「観月祭」に出展させていただきました。
城下町の風情を今に伝える「中根邸」をお
借りし、光のアートの展示を行いました。

 提灯や窓からの漏れる光による人を惹きつ
ける効果を確認し、木々のライトアップや
水に反射する光の魅力について、インスタ
レーションを通して学生が来場者とともに
体感する機会となりました。来場者にはヒ
アリングを行い、その印象の確認や改善点
のご意見をいただきました。

杵築城下町の特徴

改善方針

近年の課題

本事業の目的

・豊後路の小京都

・観光客の誘致

・地域の活力の低下

・夜間の安全、安心の確保

・坂の街

・夜のアクティビティ　
  　の追加

・魅力的な
  　夜間景観の創出

・歴史的街並みの継承


